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'丨

;>
'
の-
主
張
に
，對
し
'
て
ニ
の
於
動
そ
坐
ん
だ
。
乙
れ
は
固
定
的
賃
銀
水
準
澈
を
取
と
す
る
コ
ン
デ
ャ
ッ
ク
の
所
氣
の
み 

«!
な
ら
ず
、
■賃
銀
*
低
,̂
の
歡
濟
的
极
肩
擁M

論
を
罷
め
、
此
會
’勢
办
か
相
互
亂
1
に
‘眼
?̂
移
し
た
‘
ッ
ヶ
ル
の
諸
著
作
、に
も
翁
は
れ
る. 

,
.
と
こ
ろ
^

あ
る
、
ジ
ょ
ー
、み
ー
ス•
ス
テ
;=
»<
ア
，1,
ト.
の
费
作
で.
は
、
I
働
の「

傾
値」

と
そ
‘<0.
正
じ
い
標
準
と
の
肌
題
に
就
、い
て
0 -
舊
い
執 

■
述
へ
の
從
歸
が
見
ら
れ
る.
。
.

’ 

.  

' -  

、
 

' 

- 

:  
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ノ

' 

j

ハ
、
ス
テ
ユ
r-
丨.
ト
‘の
で
の
^
面
べ
<0
'
貢
献
の
^«
際
1

義
は
、
、«

銀

の「

動

的」

問
，
題

の

系̂
的
釵
述
と
、
そ
：の
分
析
に.
あ
る
。
彼
. 

れ
は
後.&

經
我
學
唷
が. 
一
I
充
分
に
發
f

せ
た
ニ
法
則
I
ぅ
，ち
樹
で
た
。
、分
配
動
態
理
論一

：

こ
れ
は
後
に
リ
ヵ
ア
ド
オ
の
發
展
さ 

す
と
で
ら
で
あ
つ
て
、'經
濟
的
進
展
の
.^
上
で
は
、
名
n
!«
銀
が
增
進
を
見
^:
と
い
ふ
、に
あ
る——

、
及
び
避
篆
は
農
業
坐
產
カ
を
犠 

牲
に
~

^
發
達
す
る
と
'^
ふ
思
想
、
す
な
は
ち
後
に
フ
ラ
,;
ン
ツ
Y

オ
タ
べ
，《

ィ
マ
ア
以
賃
銀
說
1の
极
本
思
M-
と
な
つ
た
も
の
が
こ
れ

,

パ
-
ノ 

- 

-
 
-
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典 :
質
銀
择V 
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發
. 展 ，

公
o
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/
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、
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v

k
、ミ
ス
の
時
代
ま
：で
、
人
口
•
•理
論
は
' 

多
か
れ
少
か
れ
賃
銀
哪
題
と
は
關
係
な
く
發
股
し
て
來
た
。
歷
史
的
に
人
口 

，电
論
發
M ;
の
颇
を
顧
ル
れ
ば
、
明
か
に
，1ー
一
段
階
に
崖
分
ざ
れ

•る
。
第
一
段
階
で
は
、
火
口
の
大
増
發
人
き
な
不
幸
た
と
考
へ
ら
れ
た
。 

第
ー
ー
期
で
ば
、

人

口

の

大

‘
い
さ
は
"
：利
兩
可
能
の
食
物f

給
と
平
行
す
る
、と
思
惟
さ
れ
た
。
.そ
し
て
8

の
f

一
期
に
は
S

し
て
、 

人
！

i

は
食
き
供
給
の
利
用
可
璧
■よ
り
各
か
に
.增
進
す
る
と
，考
へ
ら
れ
る
に
至
ク
•衣
。
一
こ
の
’思
想
が
茵
然
的
贫
靈
論
の
發
展
I

取

入
れ
ら
れ
て
利
用
さ
れ
た
。

• 

' 

•
• 

•

, 

.

ア
ダ
ム
，r
ス
ミ
ス
は
そ
の
賃
銀
水
.雄
の
硏
究
を
、
こ
れ
を
決
定
.，す
る
に
社
會
的
諸
勢
力
の
論
か
ら
初
め
、

 ̂Q

諸
勢
力
は
確宛

.， 

し
た
も
の
と
し
$

ぺ

て

、
霞
水
辦
を
決
史
す
る
經
濟
的
課
勢
ヵ
の
分
析
に
迆
ん
气
彼
は
初
め
て
、
勞
働
の
’供
給
は
资
働
需
4

の 

變
化
.に
順
勝
す
る
道
程
に
於
い
て
變
W

す
言
い
ふ
思
想
ん
人
口
理
論
'き

：公
式
S

め
上
げ
た
ひ
4

ぁ
る
。
こ

れ

が

告

费一 

M

の
學
說
»'
,
す
：.な
は
ち
人
ロ
の
火
い
さ
'は
別
用
可
能
の
棠
物
供
給
觉
上
平
忭
す
る
、̂

し
て
記
さ
.れ
る
と
こ
ろ
で
ぁ
る
0
.か
く
て
代
生
、 

死
亡
の
人
口
論
的
作
用
が
、
努
働
人
口Q

地
域
的
移
動
說
に
代
つ
た
。
A

し
て
顏
へ
の
證
が
箭
费
の
上
も
な
い
も
の
と
、
f

 

自
然
論
的
意
f

獲
得
し
.た
の
で
ぁ
つ
た
が
'、
し
か
し
ス
ミ
ス
自
身
は
そ
の
■

論
を
、
溝

資

料
'說
と
し
て
構
成
.せ
ず
、
需
要
供
給 

說
と
し
て
說
述
し
た
*'
0
‘ 

• 

■ 

•

，
1

:

#

_

_證

議

藝

篆

藝

1

_

«

1

1

_

漏

金」

に
よ
つ
て
•決
定
さ
れ
る
。
こ
の「

集
金」

认
一
般「

收

' ^
儿
本」
の
ー
部
と
し
て
の
み
な
も
ザ
、
ま
た
土
地
の
沃
度
麥
減
法
只
に
よ
つ 

て
，：

E

然
的
に
限
定
せ
ら
れ
る
量
だ
と
考•
へ
ら
れ
る
。
勞

獨

の

供

給

は

人

、
ロ
の
‘
原

理

に

よ

つ

て

足

め

ら

れ

る
。
人
口
理
論
に
娘
へ
ば

人

. 

5

は
利

祟

能
•の
黑
赞
料
の
墙
£
よ
ガ
も
、
掘
か
に
濃

す
る
他
が
あ
、る
。

マ
ル
サ
ス
ラ

賃
銀
は
、
だ
V

露
命
を
繫
ぐ
た
げQ

生
，

两
贫
和
の
最
少
|&-
に.
何
3
|#
は
^-
れ
&'
い
、
と
ば
电
張
し
て.
か
な
い
0
彼
ぴ
人
ロ
法
§
5:
:
ヴ
ぎ
詰
め
て
ゅ
け
ば
、
こ
う
し
た
結
論
は
避 

け
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
彼
は
そ
の
、理
論
を
、
熒
働
の
供
猞
に
對
す.
るr

道
德
的
抑
制」

の
影
響
の
可
能
性
に
適
應
さ
せ
る
こ 

と
を
望
ん.
だ
か
ら
、
こ
う
い
つ
た
陳
述
を
避
け
た.
の
で
も
る
o 

し

'
' 
:

:

.

.
1

〇
ノ
|

ア

ぶ

Q

賃
銀
論
は
、
•ア
グ
.ム.

K
.

ミK
Q

稍
.
t
分
散
的
な
硏
究
を
一
の
統
一
、f

公
式
に
纖
め
•上
げ
た
產
物
で
あ
る
。 

フ
ネ
ジ
オ
ク
ラ
ァ
ト
の
蒗
想
と
, ^
へ
合
せ
、て
賃
銀「

顧
則」

.の
#

現
.と
思
惟
し
て
い
いf

ラ
サ
.！
■ル

は

と

の

、法

則

に

名

^

と

政

治

的

應

用 

を
與
へ
.た
に
’過
ぎ
な
い
ハ
v

:

-

t

^

o

o
 

.

■

、

：

’

シ
ヵ
ゴ
大
學
:o
フ
ラ
ン
グ
•
K
•
ナ
ィ
トFraB

k

 K
.  

K
n

ig
h

t

敎
授
は
本
書
を
批
評
し
て
，V
古
典
的
坐
.活
賃
銀
說
が
も
つ
多
義
性
を 

看
過
す.
る
も
の
で
あ
る
と
し
て.
ゐ
る
。.
生
活
水
準
な
る
觀
念
は
、•
先
、、ケ
生
理
的
要
求
か
ら
す
晨
促
限
と
、
霞
習
及
び
社
會
的
標
準
か 

ら
限
：定
さ
れ
る
そ
れ
の
ー
‘
ー
解
釋
を
訊
す
。
そ
し
て
著
者
も
こ
の
區
別
は
認
め
て
ゐ
る
b
け
れ
古
典
諸
著
作
の
う
ち
に
は
猶
ほ
ー
ー
0 ,
.、
 

の
異
つ
だ
生.
活
赁
銀
論
ガ
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

一 .:

つ
は
、
，賃
齡.
は
'人
口
の.
原
理
'
の
作
用
の
結
興-
、
最
低
限
に
低
落
す
る
傾
‘が
あ
る 

と
論
ず
、
、
言
は
r「

長
期
說J

で
あ
る
。
こ
の
方
は
古
典
諸
文
献
中
^
も
割
合
明
臼
に
述
べ
<

^
、
比
較
的
一
般
に
認
め
ら
れ
る
ど
と. 

'
ろ
.で
^

る
。
け
れ
ど
も
觸
糖
者
は
ザ
働
者
を
摘
ル
で
ゐ
る
.か
ら
、
迤
期
を
ど
つ
て
.も
狹
等
せ
、
勞
働
者
が
坐
き
て
ゆ
き
、
そ
の
仕
事
を 

，す
る
に
必
耍
な
だ
け-
の
賃
銀
を
し
、-か
支
挪
は
為
い
と
‘い
ふ
患
想
は
、
そ
、れ
、と
は-
別
f

の
で
あ.
る
。
こ
の
說
は
明
^
に
は
諸
文
.
中
に 

雄
べ
ら
れ
て
ゐ
な
い
け
れ
f

、
_

は
賢
銀
を
あ
拂
つ
た
後
に
殘
石
剩
餘
だ
と
す
る
麗
讷
貨
銀
、論
中
に
、
明
か
に
認
め
ら
れ
る
も 

の•
だ
と
い
：ふ
の
で
あ
る
o 

> 
.

i

が
か
i
る
批
評
を
許
す
こ
と.
は
確
か
で
あ
る
。
‘殊
に
現
^
の
資
■*
主
義
社
#
の〔 15

{
銀
鐵
則J

は
、.
マ
ル
サ
ス
の
人
口
論
で
な
く
、 

ナ
ィ
ト
敎
授
の
前
記
第n

說
を
菡
礎
と
す
る
も
の
と
%,
、
，考
へ.
ち
れ
、る
か
ら
，で.
あ
、る
？-
け
れ
ど
も
,

ロ
シ
ビ
ア
大
學
圆
齋
館
の
セ
リ
グ 

'
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ゥ
4
ル
メ
，ル
敦「

杏
典
貨
龈
學
猊
の
致
展
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マ-
ン
文
斷
の
驚

;̂
な
經
濟
學
ザ
献
を
涉
獵
驅
使
し
て
論
述
し
た
七
い.
ふ

本
-®
は
，、^ ;
の
方
，面
に
於
い
、て
吾
々
を
敎
へ
る
と
こ
ろ
が
多
い
• 

た
が
著
若
は
、
學

<
の
，紹
介
、
解
說
に
於
い
，て
沓
だ
親
切
で
あ
る
に
對
レ
て
'
積
極
的
に
そ
の
理
論
的
結
桊
を
明
か_
に
す
る
に
い
さ
\ 

か
及
ず
V

ハ
も
の.
が

意

。_

は
こQ

故
に
於
い
て
な
^ '
批
評
の
餘
地
あ
る
飞
の
と
信
ぜ
れ
る
。
ま
た
■

の
こ
と
か
も
知
れ-
^
い 

パ
、
テIf,
ル
ゴ
1
を
フ
ィ
ジ
fォ
ク
，ラ
1
ト
と
見
，る
の
^
何
ぅ
で
^
ら
ぅ
か
。•
’{
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